
 

 

 

 

 

 

 

  自分磨きの掃除   －環境が人をつくる 環境は人がつくるー 

 あるクラスの朝の会に参加した時のことです。学級委員が今日の目標を発表しました。「最

近、掃除の時間が少し守られていないので時間を守ってしっかりやりましょう」。次の日、違

うクラスでも、「掃除の時間が守られていません。無言清掃も守られていないようなので、し

っかりやりましょう」。そこで担任の先生が「無言清掃はなぜやっているのかな？」と問いま

した。生徒の反応は・・・「時間を有効に使う」「限られた時間でよりきれいにする」「集中し

てやる」そんな声が聞こえてきました。こんなやり取りを見ていて、私は、イエローハットの

鍵山社長の話を思い出し、当時読んだ本を読み返してみました。鍵山社長は、社長として社員

に感謝の気持ちを表すことができるのは「掃除」（きれいに掃除しておくこと）と考え、一人

で黙々とトイレ掃除を続けたことで有名な方です。その鍵山社長の言葉を一部紹介します。 

なぜトイレ掃除をするかについて、その経験から「謙虚」「気づき」「感動」「感謝」「素直」

の五つのこころの体得である。【鍵山秀三郎 『ひとつ拾えば、ひとつだけきれいになる』より】 

1 謙虚な人になれる 

 トイレ掃除をしていると、自然と謙虚な気持ちになります。自分が謙虚になると、自分と接する周囲の

人々の対応も自然に変わってきます。 

2 気づく人になれる 

 無駄をなくすために気づく人になること。気づく人になることで無駄がなくなります。出来るだけ気づ

く人になる。生きていくうえでもっとも大切なことだと思います。気づかない人は、自分も周りの人も不幸

にします。 

3 感動の心が生まれる 

 自分も感動し、周囲の人にも感動を与えるような生き方をしようと思えば、自分の手と足と体を使って、

身を低くして取り組むこと。その上で、継続することです。 

4 感謝の心が芽生える 

 人は幸せだから感謝するのではありません。感謝するから幸せになれます。小さなことに感謝できる人

は、自分の苦しみや悩みを小さく受け止めることができるようになります。そのぶん幸せになれるわけです。 

5 心が磨かれる 

 心を無にして取り組めるのが掃除。汚いトイレをきれいにしますと、気持ちがすっきりし素直（純粋）な

気持ちになります。素直（純粋）な気持ちになりますと、不思議と先のことがよく見えるようになります。

人間が心配のあまり不安な気持ちになるのは、先が見えないからです。素直（純粋）な心になり、先がよく

見えるようになりますと、不安がなくなる、余計な取り越し苦労をしなくなります。結果において、精神が

浄化され心が磨かれるのではないでしょうか。 
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【特色ある学校づくり宣言】 本校は、さわやかな挨拶・心に響く合唱・地域に根ざす学校を目指します。 
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家庭教育学級　ソフィアのマークがリニューアル！！
2年7組　瀬川　航世さんの作品です

皆さん覚えてください！よろしくお願いします。

 

1 （木）歯科検診 17（土）1年自然体験学習　

2 （金）地域ぐるみのあいさつ運動　QUテスト実施 19（月）1年振休業日

6 （火）全校朝会　耳鼻科検診 20（火）3年学年朝会

7 （水）内科検診 21（水）2年学年朝会　民生委員との連絡協議会

8 （木）学校総合体育大会１日目 22（木）生徒総会　1年学年朝会

9 （金）学校総合体育大会２日目 23（金）諸活動停止（～30日）　PTA合同登校指導

10（土）学校総合体育大会３日目 24（土）学校総合体育大会陸上

13（火）学校総合体育大会予備日 27（火）質問教室

14（水）通信陸上県大会 28（水）質問教室　水泳記録会

15（木）通信陸上県大会 29（木）期末テスト

16（金）1年自然体験学習　2年東京巡り 30（金）期末テスト

6月の主な行事予定

掃除と言えば、東京ディズニーランドを思い出します。開園した年に行きましたが、2時間

以上並んで乗ったビッグサンダーマウンテンの興奮よりも、ほうきとちりとりを自由自在に操

り、混雑する人の間を軽快なフットワークで動き、小さなごみをちりとりへ運ぶ見事な姿に感

動しました。ディズニーランドでは、その職の人をカストーディアルと呼ぶことも後で知りま

した。ディズニーランドがオープンして数年間は、最も不人気な職種がカストーディアルでし

たが、今では人気の職種の一つになっているという話です。言うまでもなくカストーディアル

の人たちは、自分の仕事に「誇り」をもっています。自分の仕事について、自ら考え、自分た

ちの仕事の幅を広げています。トイレの便器一つ一つに名前を付けて「〇〇今日もきれいして

やるぞ！」と話しかけながら掃除をする人もいると聞きます。また、ゲストを楽しませるため

に、水たまりの水でフロアにディズニーのキャラクターやメッセージを描いたり、落ち葉でミ

ッキーマウスの顔を作って見せたりもしています。まさに「おもてなし」です。夢と希望を与

えるディズニーランドはきれいな環境あってこそです。きれいな環境の中にいる人は、言葉遣

いも丁寧で、笑顔に溢れています。環境だけでなく「心もきれい」ということでしょうか。そ

して、そのきれいな環境は、そこに訪れる人に安心感を与えてくれます。掃除は人の心を磨く

と言われるのは、こういうことなのでしょう。私は、多くの学校を訪れますが、まさにこのこ

とを実感します。先日、県内のある高校に行きました。遠方だったので、少し早めに出かけた

ため 7：30頃に着いてしまいました。生徒の姿は、あまり見られませんでしたが、校門、校

舎周りは、とても清掃が行き届いていることを感じました。グランドもきれいに整備され、サ

ッカーゴールや防球フェンスも整然と整頓されていました。トイレもすでに水を撒いて掃除さ

れていました。そして、登校してくる生徒さんたち全員が挨拶してくれました。とてもすがす

がしい気持ちとともに「やっぱり」という私の心の声が聞こえました。最後に、鍵山社長の言

葉に戻ります。『凡事徹底とは「平凡なことを非凡に続けること」 自分磨きの掃除』。 

 

 

 

 

 

 

 5/28地域清掃お世話になりました。 

「ひとつ拾えばひとつきれいになる」 

生徒も支えられる側から支える側へ。 

 


